
瘍 俯 注意欠如多動性障害 (ADHD)のある

子どもの子育て支援

～ADHDの 特性～

発達 障害の一 つ に、注意欠如多動性 障害 (以 下 、

ADHDと記載)がある。この障害 |よ 、すぐにものを忘れた

り関心がそれて集中できないとしヽう「不注意」、じつとし

ておれず、体の一部を常に動かすなどの「多動」、思しヽ立

つたら熟慮なく行動し、欲求のコントロールしにくい「衝動」、

としヽう3つ の特性が顕著である。そのため、ADHDの子

ども |よ なかなか親の思い通りに動いてくれず、親は大き

なストレスを感じやすい。同じような失敗を繰り返し、何

度注意をしても言うことを聞いてくれないわが子につい

つい大声を上げたり、手を出してしまうことにもなりかね

ない。つまり、このような障害の特性が虐待のリスクとな

ってしまいやすく、しかもそれが年齢とともにエスカレー

トしがちとなる。

ADHDの子どもが上記のように指導に乗りにくく、時

に|よ行動自体が逸脱となつてしまう要因には、そもそも

は脳の器質的な問題が影響しているのであつて、親の育

て方が良かつたとか悪かつたといつたことでない。また、

本人|よ 自分の障害に気づかずにいること力ヽ まとんどで、「み

んなはできているのに、どうして自分は失敗ばかりする

のだろう」「なぜ自分ばかり叱られるのだろう」と内面に

ストレスや不満を抱きやすいことも事実である。

親側も障害のことが理解できていないので子どもを

責めたり、時に|よ 自分の養育のやり方がますいのではな

いかと落ち込んだりしやすしヽ。まして、子どもの年齢が高

くなつてくると、学校や地域でトラブルを起こし人に迷惑

をかけることもあるので、親は批判にさらされてしまう。

そうなると、子どもも親も自己嫌悪に苦しみ、出国のない

迷路を歩んでしヽかねばならなくなる。

～ 2つの事例～

筆者がかかわつたあるADHDの子どもの母親がこん

なことを述べた。その母親はわが息子の度重なるトラブ

ルに疲れ果て、「誰に聞いても子どもの寝顔 |よ可愛いと

言うけれども、私は寝ている時もこの子の顔が鬼のよう

に見える」と。始終動き回つてトラブルばかりを起こすそ

の子の後を母親はついて回り、ようやく寝静まつたと思っ

てホッとしてわが子の寝顔をのぞき込んだ時、その顔が
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母親には鬼のように見えたとしヽうわけである。今の置か

れてしヽる子育ての状況はこの母親には過酷な試練にし

か感じ取れず、子どもに対しての腹立たしさや情けなさ

など、逆境の渦の中に飲み込まれてしヽる思いがしたので

あろう。

もう一つの思春期になつているADHDの男児ケース

では、外に出て行つては悪さばかりを繰り返すので、家か

ら出られないようにと両親は子どもを□一プで縛つて、2

日間柱にくくりつけた。ここまでくると虐待であるが、逆

に考えれば、そこまで親が追い詰められていたとも言える。

この男児はしヽたずらに度が過ぎて、調子にのつて交番に

消化器を撒き散らしたり、海上保安庁に電話をし、「おぼ

れている人がいるから助けて」と嘘を言うこともあった。

わが子ながら、彼が引き起こすトラブルが親に|よ予想も

できず、それに翻弄されるだけでなく、四六時中謝罪の

ために頭を下げ回る毎日でもあつた。

～ADHDへ の理解と対応～

いずれにせよ、いかなる場合においても暴力を使用し

ての指導は効果がなく、逆にそれは子ども自身の自己肯

定感を低下させ、ますます問題を深刻化させてしまう。

親としては興奮に巻き込まれず、できる限り冷静に対処

することが結果的に|よ得策である。また、周りの者と比較

したり、高い要求水準を持たずに、できたところをしっか

りほめていくというスタンスに切り替えることも大切で

ある。ただ、言うは易しで、実行に移すには相当な訓練や

忍耐がいる。そのためにも、一人の親だけでなく、両親が

互いに支え合つたり、時には気持ちを |よ き出せる場所や

仲間も有効である。さらに、親自身がこのADHDと いう

発達障害をしつかり理解していくことも忘れてはならない。

このようなかかわりの中で、親はこれまで見えてこなかっ

た子どもの長所を発見し、それを子どもにフィードバック

してほめてやると、子ども自身も自己イメージを回復させ、

前向きにやつていこうという姿勢が増進する。すぐに|よ

目に見えるほどの展開は生まれなくても、これまで何も

かもうまくいかず悪循環の繰り返しであつた親子のかか

わりが少しだけでも好転に向かうきつかけはつかめるか

もしれない。

第14回 隕隕 子どものサインを受け止めて… ! ～今、子どもと親に向き合って思うこと～
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